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1.はじめに 

 1995 年の兵庫県南部地震の際，鋼製門型ラーメン橋脚基部に柱とベースプレートの間に取り付けられた三角リブ上

端部を連ねるように生じているき裂が確認された 1）．西垣らは，三角リブ上端部の弾塑性ひずみ履歴の推定を行い，

10数％程度の最大ひずみ範囲が生じる可能性のあることを示した 2）．しかし実物のき裂発生位置近くには写真-1，図

-1ように車両衝突防護板が取り付けられており，き裂の発生に影響を与えた可能性が考えられる． 

 本研究では車両衝突防護板を取り付けた解析モデルを用いて時刻歴応答解析と静的弾塑性解析を行い，車両衝突防

護板が橋脚全体の挙動に与える影響と三角リブ上端部のひずみ集中に与える影響について検討する． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.対象橋脚 

 対象橋脚は単純鋼鈑桁を支持する 1層 1径間の鋼製門型ラーメン橋脚である．対象橋脚の形状および寸法を 図-2

に示す．対象橋脚には写真-2および図-3のように車両衝突防護板が設置されている． 防護板の寸法の詳細を表-1に

示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1  橋脚基部のき裂と三角リブと防護板 

写真-2  車両衝突防護板 

図-1  三角リブと防護板の溶接部詳細図 
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図-2 対象橋脚形状および寸法 
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3.解析方法 

(1)時刻歴応答解析による全体挙動の検討 

対象橋脚をビーム要素でモデル化するために，文献2）と同様に 6つの断面を仮定する．橋脚基部をシェル要素，

車両衝突防護板はソリッド要素モデル化し，防護板上端および下端のみを接合する．ビーム要素およびシェル要素

は剛体運動するように結合する．解析モデルの詳細を図-4に示す． 

任意の時間変化荷重に対する構造の応答を決定できる時刻歴応答解析で0(ｓ)～10(ｓ)まで0.01(ｓ)ずつ1000ス

テップで行うことによって，橋脚全体が橋軸直角方向にどの程度の変位が生じたのかを推定した．防護板の影響を

検討するために，防護板がないときと防護板を付けたときの柱天部と柱下端との相対変位を比較する．入力加速度

波形 3）を図-5に示す． 

 (2)静的弾塑性解析によるひずみ集中の検討 

  対象橋脚を同様にビーム要素でモデル化し，橋脚基部，三角リブおよび車両衝突防護板をソリッド要素でモデル

化をする．境界条件として柱下端の自由度を完全に固定する． 

  全体挙動の解析で得られた相対変位を北側柱天部に変位として与え，防護板が三角リブ上端部のひずみ集中に与

える影響について検討する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.まとめ 

 現在，解析を実行中であり，結果については当日発表する予定である． 
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図-3 防護板設置図 

表-1 防護板寸法 

図-5 入力加速度波形 
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図-4 解析モデル(全体挙動) 

対象面 検討項目 長さ(㎜)
防護板厚さ 10
防護板高さ 2035
防護板幅 1020
防護板厚さ 10
防護板高さ 2035
防護板幅 1520
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